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令和４年１０月
丸子中学校長 中村 弘文

令和４年度 学校自己評価〔生徒アンケート〕の結果

１ 実施日 ９月下旬

２ 対 象 全校生徒２１３名中１８０名回答 回収率８５％

３ 内 容 グランドデザインの振り返り
質問１ 学校へ行くのが楽しい。

多くの生徒は学校に行くのが楽しいと感じて
いる。一方で「あてはまらない」「ややあてはまら
ない」といった気持ちの生徒も２４％いる。３年
生は修学旅行直後のせいもあると思われるが、
昨年度より少し増えている。
人間関係、学習面、進路選択など心配にな

る面はあると思うが、中学生の微妙な感情に寄
り添って、苦しい思いや不安を抱えている生徒
への支援を大切に考えたい。

質問２ 学校で好きな授業がある。

好きな授業がある生徒の割合は昨年度と同
様に比較的高く、昨年度より「あてはまる」「や
やあてはまる」と答えた生徒が少し増えている。
日常の授業で、生徒がやりがいを感じ、達成

感を持てるような工夫をすることで、授業が好き
と感じる生徒の割合をさらに増やしたい。

質問３ 学校の授業の内容がわかる。

昨年度より「あてはまる」「ややあてはまる」と
答えた生徒が増えている。特に３年生が昨年よ
り１５％ほど増えた。これからも、授業改善を重
ね、より充実した授業の実践に努めていきた
い。また、「ややあてはまらない」「あてはまらな
い」と答えた生徒についても、学習内容の理解
度を見極めて授業を進める必要がある。

質問４ 授業では、自分の考えを書いたり
発表したりすることができる。

２学年は昨年度と同様、３学年は「あてはま
る」「ややあてはまる」と感じる生徒の割合が昨
年度より増えている。一方１学年においては「あ
てはまらない」「ややあてはまらない」と感じる生
徒の割合が多くなっている。
日々の取り組みにより「できる」と感じる生徒

が増えていると考えられるので、さらにクラスの
所属感や授業への参加意識を高める工夫を行
い、苦手意識のある生徒に対しても、基本的な
内容の定着を図り自信を持たせるようにした
い。
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質問５ 宿題スタートタイムの計画通りに
家庭学習ができている。

計画通りに学習できていると感じている生徒
が昨年度より減っている。
受け身的な家庭学習ではなく、目的意識を

持った主体的な家庭学習になるように、声がけ
や支援を続けていきたい。

質問６ テスト勉強のやり方がわかる。

２・３学年は昨年度と同様であるが、１学年
が、「あてはまらない」「ややあてはまらない」生
徒が４割くらいと多いので、丁寧な指導が必要
であると感じる。
日々の家庭学習と同様に、目標を持たせ、

達成までの道筋を見通せるように支援していく
必要がある。

質問７ 学校や生徒会の決まりを守った
服装や生活ができる。

全学年で、「あてはまる」と感じる生徒の割合
が大変高く、昨年度と同様に落ち着いた学校
生活が送れているといえる。
先輩が率先して行動で示すことで、後輩もそ

れを手本として、成長していくことができている
と考える。今後も生徒会と連携して、「決まりよ
い生活ができる」学校にしたい。

質問８ 学校で、友達や先生に自分から
進んであいさつしている。

「できている」と感じている生徒の割合が多
く、昨年度より増えている。日常生活でも廊下
などで自然にあいさつできる生徒が多い。一方
で、声を掛けられても反応せずに通り過ぎる生
徒の姿も少し見られ、心配している。
生徒会と連携してだれとでもあいさつを交わ

しあう丸子中学校を目指し、取り組んでいきた
い。

質問９ 勉強と部活動等が両立した生活を
送っている。

現在は３学年が部活動を引退し、２学年が中
心となって運営している。あてはまらないと答え
ている生徒の中には「活動時間が長い」「活動
がつかれる」と感じている生徒が多かったが、
日々の練習にしっかり取り組んでいる。
両立していくのは大変なことではあるが、健

康面への配慮、学習への取組なども含め、生
徒の成長や活躍のために支援していきたい。
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質問10 自分が所属している委員会活動に
しっかり取り組んでいる。

昨年度と同様に、３学年を中心にしっかり取
り組んでいると考えている生徒がほとんどであ
る。日常の生徒会活動も活発に取組を続けて
いる。
２学年は、生徒会の引き継ぎを機会に、さら

に意識が高まっていくことに期待し、支援して
いきたい。

質問11 合唱を意欲的に取り組んでいる。

合唱は本校の重点活動のひとつである。ま
だコロナ禍の影響で、合唱への取組が十分と
は言えないが、音楽会も近づいてきていて、徐
々に歌う機会が少し増えてきた。そのため、意
識も昨年度に比べてさらに高まったと感じる。
３学年の合唱への高い意識を後輩に受け継

ぐために、残された時間で工夫した取り組みを
重ねていきたい。

質問12 毎日の清掃に、無言で自分から
進んで取り組んでいる。

清掃への取組については、３学年は昨年度
より意識が高まっている。逆に1学年は意識が
まだ低い状態である。１学期には、縦割り清掃
旬間を生徒会で設定し、異学年の生徒で協力
して清掃を行い、取組が向上している。
清掃も本校で大切にしている重点活動のひ

とつとして、生徒会と連携して意識を高めてい
きたい。

質問13 行事や交流、回収活動、環境整備
など、地域への協力を行っている。

2・3学年は昨年度と同様、1学年は「あてはま
る」「ややあてはまる」と答えた生徒が２・３年生
より少し少なくなっている。中止になっている活
動もあり、意識が低くなる面はあると思われる。
地域貢献の取組については、7月に地域貢

献活動で環境整備を行った。今まで続いてき
たアルミ缶回収も行い、昨年度に引き続きペッ
トボトルキャップ回収も行うことができた。目標の
個数は達成するように頑張っているが、参加率
を上げていくことが課題となっている。
社会福祉施設へ訪問しての交流もまだ再開

できないが、その中、人権福祉委員会で手紙
を送って交流する活動を継続して行った。
地域貢献も本校の重点活動としている。生徒

会と連携してさらに意識が全校に広がるよう支
援していきたい。


